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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいてモバイルデバイスによって動作可能なキャリアア
グリゲーションのための方法であって、前記方法は、
　アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別することと、ここにおいて前記第１の
コンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前記第２の
コンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少
ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成を受信することと、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記受信した構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断することと
を備える。
【請求項２】
　前記サブフレームタイプが少なくとも２つのサブフレームタイプのうちの１つであり、
　第１のサブフレームタイプがダウンリンクサブフレームまたは特別なサブフレームのう
ちの少なくとも１つを備えるか、または
　第２のサブフレームタイプがアップリンクサブフレームを備える、請求項１に記載の方
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法。
【請求項３】
　前記サブフレームタイプが前記第１のサブフレームタイプであり、前記基準アップリン
クダウンリンクサブフレーム構成が前記第１のコンポーネントキャリアに基づく、請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のコンポーネントキャリアのためのダウンリンクデータ送信のためのハイブリ
ッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）タイミングが前記基準アップリンクダウンリンクサブフ
レーム構成に基づく、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記サブフレームタイプが第２のサブフレームタイプであり、前記基準アップリンクダ
ウンリンクサブフレーム構成が前記第２のコンポーネントキャリアに基づく、請求項２に
記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のコンポーネントキャリアのためのアップリンクデータ送信のためのＨ－ＡＲ
Ｑタイミングが前記基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成に基づいて判断され
る、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別するための手段と、ここにおいて前記
第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前記
第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よ
りも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成を受信するための手段と、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記受信した構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断するための手段と
を備える、装置。
【請求項８】
　ワイヤレス通信ネットワークにおいてネットワークエンティティによって動作可能なキ
ャリアアグリゲーションのための方法であって、前記方法は、
　アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別することと、ここにおいて前記第１の
コンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前記第２の
コンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少
ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送ることと、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記送られた構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断することと
を備える。
【請求項９】
　前記制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張ＰＤＣＣ
Ｈ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つである、請求項１または８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御チャネルがキャリア指示フィールド（ＣＩＦ）を備える、請求項１または８に
記載の方法。
【請求項１１】
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　前記第１のコンポーネントキャリアが、１次セル（ＰＣｅｌｌ）に関連する１次コンポ
ーネントキャリアであり、
　前記第２のコンポーネントキャリアが、２次セル（ＳＣｅｌｌ）に関連する２次コンポ
ーネントキャリアである、請求項１または８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のコンポーネントキャリアが、所与の２次セル（ＳＣｅｌｌ）に関連する所与
の２次コンポーネントキャリアであり、
　前記第２のコンポーネントキャリアが、別のＳＣｅｌｌに関連する別の２次コンポーネ
ントキャリアである、請求項１または８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のコンポーネントキャリア中の前記サブフレームタイプのサブフレームの第１
のセットが、前記第２のコンポーネントキャリア中の前記同じサブフレームタイプのサブ
フレームの第２のセットのサブセットである、請求項１または８に記載の方法。
【請求項１４】
　アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別するための手段と、ここにおいて前記
第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前記
第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よ
りも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送るための手段と、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記送られた構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断するための手段と
を備える、装置。
【請求項１５】
　請求項１－６および／または８－１３のいずれかに記載の方法を実行することをコンピ
ュータに行わせるためのコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その全体が参照により本明細書に明
確に組み込まれる、どちらも「PUCCH FORMAT DEPENDENT H-ARQ TIMING IN LTE」と題する
２０１２年３月２９日に出願された仮出願第６１／６１７，６１２号および２０１２年８
月１６日に出願された米国仮出願第６１／６８４，１０３号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、ＬＴＥ
におけるハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ：hybrid automatic repeat request）
タイミングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。その
ような多元接続ネットワークの例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワ
ーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシングルキャリアＦＤＭＡ（Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。本明細書で使用する「キャリア」は、定義された周
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波数を中心とし、ワイヤレス通信のために使用される無線帯域を指す。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびア
ップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局
からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局
への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnersh
ip Project）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ：Long Term Evolution）は、モバ
イル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile commu
nications）およびユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：U
niversal Mobile Telecommunications System）の発展形として、セルラー技術における
大きな進歩を代表するものである。ＬＴＥ物理レイヤ（ＰＨＹ）は、発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）などの基地局と、ＵＥなどのモバイルエンティティとの間でデータと制御情報の両
方を搬送する高効率な方法を与える。従来の適用例では、マルチメディアのために高帯域
幅通信を可能にするための方法は単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ：single frequency n
etwork）動作であった。ＳＦＮは、加入者ＵＥと通信するために、たとえば、ｅＮＢなど
の無線送信機を利用する。ユニキャスト動作では、各ｅＮＢは、１つまたは複数の特定の
加入者ＵＥに向けられた情報を搬送する信号を送信するように制御される。ユニキャスト
シグナリングの特異性により、たとえば、音声通話、テキストメッセージング、またはビ
デオ通話など、人対人サービスが可能になる。
【０００６】
　[0006]モバイルブロードバンドおよびインターネットアクセスに対する消費者需要の高
まりとともに、ワイヤレスサービスプロバイダは、ＬＴＥおよびレガシーネットワークを
含む、セルラーネットワークの利用可能な帯域幅を増加させるためにセルラーキャリアア
グリゲーションを実装している。しかしながら、アグリゲートされるべきコンポーネント
キャリアのサブフレームタイプによっては、Ｈ－ＡＲＱタイミングに関する問題が起こり
得る。キャリアアグリゲーションのこのコンテキストでは、１次コンポーネントキャリア
と２次コンポーネントキャリアの両方の特性を考慮に入れるＨ－ＡＲＱタイミングのため
の技法が依然として必要である。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]以下で、１つまたは複数の実施形態の基本的理解を与えるために、そのような実
施形態の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての企図された実施形態の包括
的な概観ではなく、すべての実施形態の主要または重要な要素を識別するものでも、いず
れかまたはすべての実施形態の範囲を定めるものでもない。その唯一の目的は、後で提示
するより詳細な説明の導入として、１つまたは複数の実施形態のいくつかの概念を簡略化
された形で提示することである。
【０００８】
　[0008]本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、モバイルデバイ
スによって動作可能なキャリアアグリゲーションおよびハイブリッド自動再送要求（Ｈ－
ＡＲＱ）タイミングのための方法が提供される。本方法は、アグリゲートされるべき複数
のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネン
トキャリアとを識別すること、ここにおいて第１のコンポーネントキャリア中のサブフレ
ームタイプのサブフレームの第１の数が第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレ
ームタイプのサブフレームの第２の数よりも少ない、を伴い得る。本方法は、第１のコン
ポーネントキャリア上で第２のコンポーネントキャリアのための制御チャネルを監視する
ための構成を受信することをさらに伴い得る。本方法は、サブフレームタイプと制御チャ
ネルのための受信した構成とに少なくとも部分的に基づいて、第２のコンポーネントキャ
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リアのための基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成を判断することをさらに伴
い得る。関係する態様では、電子デバイス（たとえば、モバイルデバイスまたはそれの（
１つまたは複数の）構成要素）が、上記で説明した方法を実行するように構成され得る。
【０００９】
　[0009]本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、たとえば、発展
型ノードＢ（ｅＮＢ）などのネットワークエンティティによって動作可能なキャリアアグ
リゲーションおよびＨ－ＡＲＱタイミングのための方法が提供される。本方法は、アグリ
ゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキャリア
と第２のコンポーネントキャリアとを識別すること、ここにおいて第１のコンポーネント
キャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が第２のコンポーネントキャ
リア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少ない、を伴い得る。
本方法は、第１のコンポーネントキャリア上で第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送ることをさらに伴い得る。本方
法は、サブフレームタイプと制御チャネルのための送られた構成とに少なくとも部分的に
基づいて、第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウンリンクサブフ
レーム構成を判断することをさらに伴い得る。関係する態様では、電子デバイス（たとえ
ば、基地局、コアネットワークエンティティ、またはそれらの（１つまたは複数の）構成
要素）が、上記で説明した方法を実行するように構成され得る。
【００１０】
　[0010]上記のおよび関係する目的を達成するために、１つまたは複数の実施形態は、以
下で十分に説明され、特に特許請求の範囲で指摘される特徴を含む。以下の説明および添
付の図面に、１つまたは複数の実施形態のいくつかの例示的な態様を詳細に記載する。た
だし、これらの態様は、様々な実施形態の原理が採用され得る様々な方法のほんのいくつ
かを示すものであり、説明する実施形態は、すべてのそのような態様およびそれらの均等
物を含むものとする。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】[0011]電気通信システムの一例を概念的に示すブロック図。
【図２】[0012]電気通信システムにおけるダウンリンクフレーム構造の一例を概念的に示
すブロック図。
【図３】[0013]本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を概
念的に示すブロック図。
【図４Ａ】[0014]連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図４Ｂ】[0015]非連続キャリアアグリゲーションタイプを開示する図。
【図５】[0016]ＭＡＣレイヤデータアグリゲーションを開示する図。
【図６】[0017]ダウンリンクおよびアップリンク割当てをもつコンポーネントキャリア（
ＣＣ：component carrier）を示す図。
【図７Ａ】[0018]２次セル（ＳＣｅｌｌ：secondary cell）が１次セル（ＰＣｅｌｌ：pr
imary cell）サブフレームのサブセットとしてのダウンリンクサブフレームを含む、第１
の事例（事例Ａ）を示す図。
【図７Ｂ】[0019]２次セル（ＳＣｅｌｌ）が１次セル（ＰＣｅｌｌ）サブフレームのスー
パーセットとしてのダウンリンクサブフレームを含む、第２の事例（事例Ｂ）を示す図。
【図７Ｃ】[0020]２次セル（ＳＣｅｌｌ）が、１次セル（ＰＣｅｌｌ）サブフレームのス
ーパーセットでもサブセットでもないダウンリンクサブフレームを含む、第３の事例（事
例Ｃ）を示す図。
【図７Ｄ】[0021]ＳＣｅｌｌ上の基準ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングを示す図。
【図７Ｅ】[0022]ＳＣｅｌｌ上の別の基準ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングを示す図。
【図８Ａ】[0023]アップリンクＨ－ＡＲＱタイミングのコンテキストにおけるＰＵＳＣＨ
　Ｈ－ＡＲＱ／スケジューリングタイミングの事例を示す図。
【図８Ｂ】アップリンクＨ－ＡＲＱタイミングのコンテキストにおけるＰＵＳＣＨ　Ｈ－
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ＡＲＱ／スケジューリングタイミングの事例を示す図。
【図８Ｃ】アップリンクＨ－ＡＲＱタイミングのコンテキストにおけるＰＵＳＣＨ　Ｈ－
ＡＲＱ／スケジューリングタイミングの事例を示す図。
【図８Ｄ】アップリンクＨ－ＡＲＱタイミングのコンテキストにおけるＰＵＳＣＨ　Ｈ－
ＡＲＱ／スケジューリングタイミングの事例を示す図。
【図９Ａ】[0024]ＬＴＥなどにおけるＨ－ＡＲＱタイミングのための例示的な方法の態様
を示す図。
【図９Ｂ】ＬＴＥなどにおけるＨ－ＡＲＱタイミングのための例示的な方法の態様を示す
図。
【図１０Ａ】[0025]図９Ａの方法による、Ｈ－ＡＲＱタイミングのための装置の実施形態
を示す図。
【図１０Ｂ】図９Ｂの方法による、Ｈ－ＡＲＱタイミングのための装置の実施形態を示す
図。
【図１１Ａ】[0026]モバイルデバイスによって動作可能なキャリアアグリゲーションのた
めの例示的な方法の態様を示す図。
【図１１Ｂ】モバイルデバイスによって動作可能なキャリアアグリゲーションのための例
示的な方法の態様を示す図。
【図１１Ｃ】モバイルデバイスによって動作可能なキャリアアグリゲーションのための例
示的な方法の態様を示す図。
【図１２】[0027]図１１Ａ～図１１Ｃの方法による、キャリアアグリゲーションのための
装置の実施形態を示す図。
【図１３】[0028]ネットワークエンティティによって動作可能なキャリアアグリゲーショ
ンのための例示的な方法の態様を示す図。
【図１４】[0029]図１３の方法による、キャリアアグリゲーションのための装置の実施形
態を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0030]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１３】
　[0031]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のネットワークなど、様々なワイヤレス通信ネットワークのために使
用され得る。「ネットワーク」および「システム」という用語は、しばしば互換的に使用
される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Univer
sal Terrestrial Radio Access）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実装し得る。ＵＴ
ＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む
。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＴＤＭＡネットワークは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ）などの無線
技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolve
d UTRA）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登
録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭＡなどの無線技術を実装し得
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およ
びＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：LTE-Advanced）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴ
Ｓの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａお
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よびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体か
らの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する
団体からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のワイヤレスネット
ワークおよび無線技術、ならびに他のワイヤレスネットワークおよび無線技術に使用され
得る。明快のために、本技法のいくつかの態様について以下ではＬＴＥに関して説明し、
以下の説明の大部分でＬＴＥ用語を使用する。
【００１４】
　[0032]図１に、ＬＴＥネットワークであり得るワイヤレス通信ネットワーク１００を示
す。ワイヤレスネットワーク１００は、いくつかのｅＮＢ１１０と他のネットワークエン
ティティとを含み得る。ｅＮＢは、ＵＥと通信する局であり得、基地局、ノードＢ、アク
セスポイント、または他の用語で呼ばれることもある。各ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂ、１
１０ｃは、特定の地理的エリアに通信カバレージを与え得る。３ＧＰＰでは、「セル」と
いう用語は、この用語が使用されるコンテキストに応じて、ｅＮＢのカバレージエリアお
よび／またはこのカバレージエリアをサービスしている（serving）ｅＮＢサブシステム
を指すことがある。
【００１５】
　[0033]ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプの
セルに通信カバレージを与え得る。マクロセルは、比較的大きい地理的エリア（たとえば
、半径数キロメートル）をカバーし得、サービスに加入しているＵＥによる無制限アクセ
スを可能にし得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、サービスに加
入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地
理的エリア（たとえば、自宅）をカバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たと
えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：Closed Subscriber Group）中のＵＥ、自宅内のユ
ーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを可能にし得る。マクロセルのためのｅ
ＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ば
れることがある。フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（Ｈ
ＮＢ）と呼ばれることがある。図１に示す例では、ｅＮＢ１１０ａ、１１０ｂおよび１１
０ｃは、それぞれマクロセル１０２ａ、１０２ｂおよび１０２ｃのためのマクロｅＮＢで
あり得る。ｅＮＢ１１０ｘは、ピコセル１０２ｘのためのピコｅＮＢであり得る。ｅＮＢ
１１０ｙおよび１１０ｚは、それぞれフェムトセル１０２ｙおよび１０２ｚのためのフェ
ムトｅＮＢであり得る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの）セルをサポー
トし得る。
【００１６】
　[0034]ワイヤレスネットワーク１００はまた、中継局１１０ｒを含み得る。中継局は、
上流局（たとえば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータおよび／または他の情報の送信を受信
し、そのデータおよび／または他の情報の送信を下流局（たとえば、ＵＥまたはｅＮＢ）
に送る局である。中継局はまた、他のＵＥに対する送信を中継するＵＥであり得る。図１
に示す例では、中継局１１０ｒは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｒとの間の通信を可能に
するために、ｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｒと通信し得る。中継局は、リレーｅＮＢ
、リレーなどと呼ばれることもある。
【００１７】
　[0035]ワイヤレスネットワーク１００は、様々なタイプのｅＮＢ、たとえば、マクロｅ
ＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどを含む異種ネットワークであり得る。こ
れらの様々なタイプのｅＮＢは、様々な送信電力レベル、様々なカバレージエリア、およ
びワイヤレスネットワーク１００中の干渉に対する様々な影響を有し得る。たとえば、マ
クロｅＮＢは、高い送信電力レベル（たとえば、２０ワット）を有し得るが、ピコｅＮＢ
、フェムトｅＮＢ、およびリレーは、より低い送信電力レベル（たとえば、１ワット）を
有し得る。
【００１８】



(8) JP 6193348 B2 2017.9.6

10

20

30

40

50

　[0036]ワイヤレスネットワーク１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送
信は近似的に時間的に整合され（be approximately aligned in time）得る。非同期動作
の場合、ｅＮＢは異なるフレームタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送信は時間的
に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作と非同期動作の両方の
ために使用され得る。
【００１９】
　[0037]ネットワークコントローラ１３０は、ｅＮＢのセットに結合し、これらのｅＮＢ
の協調および制御を行い得る。ネットワークコントローラ１３０は、バックホール（back
haul）を介してｅＮＢ１１０と通信し得る。ｅＮＢ１１０はまた、たとえば、ワイヤレス
バックホールまたはワイヤラインバックホールを介して直接または間接的に互いに通信し
得る。
【００２０】
　[0038]ＵＥ１２０は、ワイヤレスネットワーク１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅは固定または移動であり得る。ＵＥは、端末、移動局、加入者ユニット、局（station
）などと呼ばれることもある。ＵＥは、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイ
ヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュ
ータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、または他のモバイル
エンティティであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレー
、または他のネットワークエンティティと通信することが可能であり得る。図１において
、両矢印付きの実線は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上での、ＵＥと、その
ＵＥをサービスするように指定されたｅＮＢであるサービングｅＮＢとの間の所望の送信
を示す。両矢印付きの破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の干渉送信（interfering transmissi
ons）を示す。
【００２１】
　[0039]ＬＴＥは、ダウンリンク上では直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）を利用し、ア
ップリンク上ではシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）を利用する。ＯＦ
ＤＭおよびＳＣ－ＦＤＭは、システム帯域幅を、一般にトーン、ビンなどとも呼ばれる複
数（Ｋ個）の直交サブキャリアに区分する。各サブキャリアはデータで変調され得る。概
して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数領域で、ＳＣ－ＦＤＭでは時間領域で送られ
る。隣接するサブキャリア間の間隔は固定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はシステ
ム帯域幅に依存し得る。たとえば、Ｋは、１．２５、２．５、５、１０または２０メガヘ
ルツ（ＭＨｚ）のシステム帯域幅に対してそれぞれ１２８、２５６、５１２、１０２４ま
たは２０４８に等しくなり得る。システム帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。た
とえば、サブバンドは１．０８ＭＨｚをカバーし得、１．２５、２．５、５、１０または
２０ＭＨｚのシステム帯域幅に対してそれぞれ１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサ
ブバンドがあり得る。
【００２２】
　[0040]図２に、ＬＴＥにおいて使用されるダウンリンクフレーム構造を示す。ダウンリ
ンクの送信タイムラインは無線フレーム２００の単位に区分され得る。各無線フレーム、
たとえば、フレーム２０２は、所定の持続時間（たとえば、１０ミリ秒（ｍｓ））を有し
得、０～９のインデックスをもつ１０個のサブフレーム２０４に区分され得る。各サブフ
レーム、たとえば「サブフレーム０」２０６は、たとえば、「スロット０」２０８および
「スロット１」２１０という２つのスロットを含み得る。したがって、各無線フレームは
、０～１９のインデックスをもつ２０個のスロットを含み得る。各スロットは、「Ｌ」個
のシンボル期間、たとえば、図２に示すようにノーマルサイクリックプレフィックス（Ｃ
Ｐ：cyclic prefix）の場合は７個のシンボル期間２１２、または拡張サイクリックプレ
フィックスの場合は６個のシンボル期間を含み得る。ノーマルＣＰおよび拡張ＣＰは、本
明細書では異なるＣＰタイプとして言及され得る。各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル
期間には、０～２Ｌ－１のインデックスが割り当てられ得る。利用可能な時間周波数リソ
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ースはリソースブロックに区分され得る。各リソースブロックは、１つのスロット中で「
Ｎ」個のサブキャリア（たとえば、１２個のサブキャリア）をカバーし得る。
【００２３】
　[0041]ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢ中の各セルについて１次同期信号（ＰＳＳ：prim
ary synchronization signal）と２次同期信号（ＳＳＳ：secondary synchronization si
gnal）とを送り得る。１次同期信号および２次同期信号は、図２に示すように、それぞれ
、ノーマルサイクリックプレフィックスをもつ各無線フレームのサブフレーム０および５
の各々中のシンボル期間６および５中で送られ得る。同期信号は、セル検出および捕捉（
acquisition）のためにＵＥによって使用され得る。ｅＮＢは、サブフレーム０のスロッ
ト１中のシンボル期間０～３中で物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：Physical B
roadcast Channel）を送り得る。ＰＢＣＨはあるシステム情報を搬送し得る。
【００２４】
　[0042]ｅＮＢは、図２の第１のシンボル期間２１４全体において示されているが、各サ
ブフレームの第１のシンボル期間の一部のみの中で物理制御フォーマットインジケータチ
ャネル（ＰＣＦＩＣＨ：Physical Control Format Indicator Channel）を送り得る。Ｐ
ＣＦＩＣＨは、制御チャネルのために使用されるいくつか（Ｍ個）のシンボル期間を搬送
し得、ここで、Ｍは、１、２または３に等しくなり得、サブフレームごとに（from subfr
ame to subframe）変化し得る。Ｍはまた、たとえば、リソースブロックが１０個未満で
ある、小さいシステム帯域幅では４に等しくなり得る。図２に示す例では、Ｍ＝３である
。ｅＮＢは、各サブフレームの最初のＭ個（図２ではＭ＝３）のシンボル期間中で物理Ｈ
－ＡＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical H-ARQ Indicator Channel）と物
理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）とを
送り得る。ＰＨＩＣＨは、ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）をサポートするため
の情報を搬送し得る。ＰＤＣＣＨは、ＵＥのためのリソース割振りに関する情報と、ダウ
ンリンクチャネルのための制御情報とを搬送し得る。図２の第１のシンボル期間の中には
示されていないが、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨは第１のシンボル期間の中にも含まれる
ことを理解されたい。同様に、ＰＨＩＣＨおよびＰＤＣＣＨはまた、図２にはそのように
は示されていないが、第２のシンボル期間と第３のシンボル期間の両方の中にある。ｅＮ
Ｂは、各サブフレームの残りのシンボル期間中で物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳ
ＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）を送り得る。ＰＤＳＣＨは、ダウンリンク上
でのデータ送信に関してスケジュールされたＵＥのためのデータを搬送し得る。ＬＴＥに
おける様々な信号およびチャネルは、公に利用可能である「Evolved Universal Terrestr
ial Radio Access (E-UTRA); Physical Channels and Modulation」と題する３ＧＰＰ　
ＴＳ　３６．２１１に記載されている。
【００２５】
　[0043]ｅＮＢは、ｅＮＢによって使用されるシステム帯域幅の中心１．０８ＭＨｚにお
いてＰＳＳ、ＳＳＳおよびＰＢＣＨを送り得る。ｅＮＢは、これらのチャネルが送られる
各シンボル期間中のシステム帯域幅全体にわたってＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り
得る。ｅＮＢは、システム帯域幅のいくつかの部分においてＵＥのグループにＰＤＣＣＨ
を送り得る。ｅＮＢは、システム帯域幅の特定の部分において特定のＵＥにＰＤＳＣＨを
送り得る。ｅＮＢは、すべてのＵＥにブロードキャスト方式でＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨ
、ＰＣＦＩＣＨおよびＰＨＩＣＨを送り得、特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＣＣＨ
を送り得、また特定のＵＥにユニキャスト方式でＰＤＳＣＨを送り得る。
【００２６】
　[0044]各シンボル期間においていくつかのリソース要素が利用可能であり得る。各リソ
ース要素は、１つのシンボル期間中の１つのサブキャリアをカバーし得、実数値または複
素数値であり得る１つの変調シンボルを送るために使用され得る。各シンボル期間中で基
準信号のために使用されないリソース要素は、リソース要素グループ（ＲＥＧ：resource
 element group）中に配置され得る。各ＲＥＧは、１つのシンボル期間中に４つのリソー
ス要素を含み得る。ＰＣＦＩＣＨは、シンボル期間０において、周波数にわたってほぼ等
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しく離間され（be spaced）得る、４つのＲＥＧを占有し得る。ＰＨＩＣＨは、１つまた
は複数の構成可能なシンボル期間において、周波数にわたって拡散され得る、３つのＲＥ
Ｇを占有し得る。たとえば、ＰＨＩＣＨのための３つのＲＥＧは、すべてシンボル期間０
に属し得るか、またはシンボル期間０、１および２に拡散され得る。ＰＤＣＣＨは、最初
のＭ個のシンボル期間において、利用可能なＲＥＧから選択され得る、９、１８、３２ま
たは６４個のＲＥＧを占有し得る。ＲＥＧのいくつかの組合せのみがＰＤＣＣＨに対して
許され得る。
【００２７】
　[0045]ＵＥは、ＰＨＩＣＨおよびＰＣＦＩＣＨのために使用される特定のＲＥＧを知り
得る。ＵＥは、ＰＤＣＣＨのためのＲＥＧの様々な組合せを探索し得る。探索すべき組合
せの数は、一般に、ＰＤＣＣＨに対して許される組合せの数よりも少ない。ｅＮＢは、Ｕ
Ｅが探索することになる組合せのいずれかにおいてＵＥにＰＤＣＣＨを送り得る。
【００２８】
　[0046]ＵＥは、複数のｅＮＢのカバレージ内にあり得る。そのＵＥをサービスするため
に、これらのｅＮＢのうちの１つが選択され得る。サービングｅＮＢは、受信電力、経路
損失、信号対雑音比（ＳＮＲ）など、様々な基準に基づいて選択され得る。
【００２９】
　[0047]図３に、図１中の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１１０
および図１中のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１２０の設計のブロック図を示す。基地
局１１０はまた、何らかの他のタイプの基地局であり得る。基地局１１０はアンテナ３３
４ａ～３３４ｔを備え得、ＵＥ１２０はアンテナ３５２ａ～３５２ｒを備え得る。
【００３０】
　[0048]基地局１１０において、送信プロセッサ３２０は、データソース３１２からデー
タを受信し、コントローラ／プロセッサ３４０から制御情報を受信し得る。制御情報は、
ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨなどのためのものであり得る。データ
は、ＰＤＳＣＨなどのためのものであり得る。プロセッサ３２０は、それぞれデータシン
ボルと制御シンボルとを取得するために、データと制御情報とを処理（たとえば、符号化
およびシンボルマッピング）し得る。プロセッサ３２０はまた、たとえば、ＰＳＳ、ＳＳ
Ｓ、およびセル固有基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多
出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ３３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル
、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行
し得、出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）３３２ａ～３３２ｔに与え得る。各変
調器３３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどの
ために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器３３２はさらに、ダ
ウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログ
への変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。変調器３３２ａ～３
３２ｔからのダウンリンク信号は、それぞれアンテナ３３４ａ～３３４ｔを介して送信さ
れ得る。
【００３１】
　[0049]ＵＥ１２０において、アンテナ３５２ａ～３５２ｒは、基地局１１０からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）３５４ａ～３５４ｒに
与え得る。各復調器３５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を調
整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。各
復調器３５４は、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）
入力サンプルをさらに処理し得る。ＭＩＭＯ検出器３５６は、すべての復調器３５４ａ～
３５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検
出を実行し、検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ３５８は、検出シンボルを処理（
たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０の復号されたデータを
データシンク３６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ３８０に与
え得る。プロセッサ３８０は、メモリ３８２に保持された命令を実行することによって、
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本明細書で説明する方法の動作を実行するためのモジュールを含み得る。そのようなモジ
ュールは、たとえば、データ品質を測定するためのモジュール、リソース制約を感知する
ためのモジュール、およびｅＮＢ１１０に送信するために制御チャネル中で制御信号を与
えるためのモジュールを含み得る。
【００３２】
　[0050]アップリンク上では、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ３６４は、データソ
ース３６２から（たとえば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Physical Upl
ink Shared Channel）のための）データを受信し、処理し得、コントローラ／プロセッサ
３８０から（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink 
Control Channel）のための）制御情報を受信し、処理し得る。プロセッサ３６４はまた
、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ３６４からのシンボルは
、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３６６によってプリコードされ、さらに（
たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器３５４ａ～３５４ｒによって処理され、基
地局１１０に送信され得る。基地局１１０において、ＵＥ１２０からのアップリンク信号
は、アンテナ３３４によって受信され、復調器３３２によって処理され、可能な場合はＭ
ＩＭＯ検出器３３６によって検出され、さらに受信プロセッサ３３８によって処理されて
、ＵＥ１２０によって送信された復号されたデータと制御情報とが取得され得る。プロセ
ッサ３３８は、復号されたデータをデータシンク３３９に与え、復号された制御情報をコ
ントローラ／プロセッサ３４０に与え得る。
【００３３】
　[0051]コントローラ／プロセッサ３４０および３８０は、それぞれ基地局１１０および
ＵＥ１２０における動作を指示し得る。たとえば、ＵＥ１２０におけるプロセッサ３８０
および／または他のプロセッサおよびモジュールは、図１１Ａ～図１１Ｃに示すブロック
、および／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するかまたはその
実行を指示し得る。ＵＥ１２０は、図１２に関して図示および説明する構成要素のうちの
１つまたは複数を含み得る。同様に、基地局１１０におけるプロセッサ３４０および／ま
たは他のプロセッサおよびモジュールは、図１３に示すブロック、および／または本明細
書で説明する技法のための他のプロセスを実行するかまたはその実行を指示し得る。基地
局１１０は、図１４に関して図示および説明する構成要素のうちの１つまたは複数を含み
得る。メモリ３４２および３８２は、それぞれ基地局１１０およびＵＥ１２０のためのデ
ータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ３４４は、ダウンリンクおよび
／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００３４】
キャリアアグリゲーション
　[0052]ＬＴＥアドバンストＵＥは、各方向において送信のために使用される最高合計１
００ＭＨｚ（５つのコンポーネントキャリア）のキャリアアグリゲーションにおいて割り
振られた（allocated）、２０ＭＨｚ帯域幅のスペクトルを使用する。概して、アップリ
ンク上ではダウンリンクよりも少ないトラフィックが送信され、したがって、アップリン
クスペクトル割振りはダウンリンク割振りよりも小さくなり得る。たとえば、アップリン
クに２０ＭＨｚが割り当てられた場合、ダウンリンクには１００ＭＨｚが割り当てられ得
る。これらの非対称ＦＤＤ割当ては、スペクトルを節約し、ブロードバンド加入者による
一般に非対称な帯域幅利用にぴったり合う。
【００３５】
　[0053]ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０では、ＵＥは、（ＣＡ）のために最高５つのコンポーネン
トキャリア（ＣＣ）で構成され得る。各ＣＣは、最高２０ＭＨｚを使用し、後方互換性を
維持し得る。１つのＵＥについて最高１００ＭＨｚが構成され得る。ＣＡにおけるＣＣは
、すべて周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤＤ）を伴い得る。ＣＡにおい
てＦＤＤとＴＤＤの混合はない。すべてのＴＤＤ　ＣＣは同じＤＬ：ＵＬ構成を有し得る
が、特別なサブフレームは、異なるＣＣに対して別々に構成され得る。ＰＵＣＣＨと共通
探索空間とを搬送する唯一のＣＣであり得る１次ＣＣ（ＰＣＣ：primary CC）として、１
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つのＣＣが指定され得る。他の（１つまたは複数の）ＣＣは（１つまたは複数の）２次Ｃ
Ｃ（ＳＣＣ：secondary CC）として指定され得る。
【００３６】
　[0054]ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１では、異なる構成のＴＤＤのアグリゲーションがサポート
され、展開においてより多くのフレキシビリティが可能になり得る。後方互換性がないＣ
Ｃ（たとえば、キャリアセグメント、拡張キャリア）を導入することも可能であるが、各
ＣＣは、シングルキャリアモードではＲｅｌ－８／９／１０のための後方互換性があり得
る。将来のリリースでは、ＴＤＤとＦＤＤのアグリゲーションがサポートされ得る。
【００３７】
キャリアアグリゲーションタイプ
　[0055]ＬＴＥアドバンストモバイルシステムのために、２つのタイプのキャリアアグリ
ゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）方法、すなわち、連続ＣＡおよび非連続ＣＡ
が提案されている。それらを図４Ａおよび図４Ｂに示す。非連続ＣＡ４５０は、複数の利
用可能なコンポーネントキャリアが周波数帯域に沿って分離された構成を指す（図４Ｂ）
。一方、連続ＣＡ４００は、複数の利用可能なコンポーネントキャリアが互いに隣接する
場合の構成を指す（図４Ａ）。非連続ＣＡと連続ＣＡの両方は、ＬＴＥアドバンストＵＥ
の単一ユニットを処理するために複数のＬＴＥ／コンポーネントキャリアをアグリゲート
する。
【００３８】
　[0056]ＬＴＥアドバンストＵＥにおける非連続ＣＡでは、周波数帯域に沿ってキャリア
が分離されるので、複数のＲＦ受信ユニットと複数のＦＦＴとが展開され得る。非連続Ｃ
Ａは、大きい周波数範囲にわたる複数の分離されたキャリア上でのデータ送信をサポート
するので、周波数帯域が異なると、伝搬経路損失、ドップラーシフトおよび他の無線チャ
ネル特性が大いに変わり得る。
【００３９】
　[0057]したがって、非連続ＣＡ手法の下でブロードバンドデータ送信をサポートするた
めに、異なるコンポーネントキャリアのためのコーディング、変調および送信電力を適応
的に調整するための方法が使用され得る。たとえば、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）が各コンポ
ーネントキャリア上で固定の送信電力を有するＬＴＥアドバンストシステムでは、各コン
ポーネントキャリアの有効カバレージまたはサポート可能な変調およびコーディングが異
なり得る。
【００４０】
データアグリゲーション方式
　[0058]図５に、国際モバイル電気通信アドバンスト（ＩＭＴアドバンスト：Internatio
nal Mobile Telecommunications-Advanced）システムのために媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）レイヤ５００において異なるコンポーネントキャリア５０２、５０４、５０６からの送
信ブロック（ＴＢ：transmission block）をアグリゲートすることを示す。ＭＡＣレイヤ
データアグリゲーションでは、各コンポーネントキャリアは、ＭＡＣレイヤ５００中にそ
れ自体の独立したＨ－ＡＲＱエンティティを有し、物理レイヤ中にそれ自体の送信構成パ
ラメータ（たとえば、送信電力、変調およびコーディング方式、ならびに複数のアンテナ
構成）を有する。同様に、物理レイヤ５０８では、コンポーネントキャリアごとに１つの
Ｈ－ＡＲＱエンティティが与えられる。異なるコンポーネントキャリアからのデータが単
一のサービスまたはアプリケーションを対象とするとき、それらのデータをアグリゲート
されたデータストリームにアグリゲートするために、データアグリゲーションプロセス５
１０が受信機において実行され得る。
【００４１】
制御シグナリング
　[0059]概して、複数のコンポーネントキャリアのために制御チャネルシグナリングを展
開するための３つの異なる手法がある。第１は、ＬＴＥシステムにおける制御構造の軽微
な変更を伴い、各コンポーネントキャリアは、それ自体のコード化制御チャネルを与えら
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れる。
【００４２】
　[0060]第２の手法は、異なるコンポーネントキャリアの制御チャネルをジョイントコー
ディングし（jointly coding）、専用のコンポーネントキャリア中に制御チャネルを展開
することを伴う。複数のコンポーネントキャリアのための制御情報は、この専用制御チャ
ネルでは、シグナリングコンテンツとして統合されることになる。その結果、ＬＴＥシス
テムにおける制御チャネル構造との後方互換性が維持されながら、ＣＡシグナリングオー
バーヘッドが低減される。
【００４３】
　[0061]異なるコンポーネントキャリアのための複数の制御チャネルは、ジョイントコー
ディングされ、次いで、第３のＣＡ手法によって形成された周波数帯域全体にわたって送
信される。この手法は、制御チャネルにおいて低いシグナリングオーバーヘッドと高い復
号性能とを提供するが、ＵＥ側の電力消費量が高くなる。ただし、この手法は、ＬＴＥシ
ステムとの互換性がない。
【００４４】
ＰＵＣＣＨの概念
　[0062]図６にダウンリンクおよびアップリンク割当てをもつコンポーネントキャリア（
ＣＣ）を示す。３つのＣＣがダウンリンク（ＤＬ）およびアップリンク（ＵＬ）構成とと
もに示されている。ＣＣ１はＤＬ　ＰＣＣおよびＵＬ　ＰＣＣであり得る。ＣＣ２および
ＣＣ３はＤＬ　ＳＣＣおよびＵＬ　ＳＣＣであり得る。複数のＵＬ　ＣＣ上での１つのＵ
ＥからのＰＵＣＣＨ送信上の同時肯定応答／否定応答（Ａ／Ｎ）はサポートされ得ない。
単一のＵＥ固有ＵＬ　ＣＣが、ＵＥからのＰＵＣＣＨ　Ａ／Ｎと、スケジューリング要求
（ＳＲ）と、周期制御シグナリング情報（ＣＳＩ）とを搬送するために半静的に（semi-s
tatically）構成され得、このＵＬ　ＣＣはＵＬ　ＰＣＣとして定義され得る。この方式
は、どのＤＬ　ＣＣがＵＥのためのＰＤＣＣＨを搬送し得るかに関係しないことに留意さ
れたい。
【００４５】
　[0063]ＣＡは２つのＰＵＣＣＨフォーマットを含み得る。第１のフォーマットは、最高
４ビットを含む、チャネル選択をもつＰＵＣＣＨフォーマット１ｂであり得る。示される
べきＡ／Ｎビットの数が４以下である場合、バンドリング（bundling）は使用されず、そ
うではなく、示されるべきＡ／Ｎビットの数が４よりも大きい場合、時間領域バンドリン
グとともに空間バンドリングが使用される。第２のフォーマットはＰＵＣＣＨフォーマッ
ト３であり得る。フォーマット３は、最高２０ビットのＡ／Ｎペイロードサイズをサポー
トする。示されるべきＡ／Ｎビットの数が２０よりも大きい場合、空間バンドリングが採
用され得、そうではなく、Ａ／Ｎビットの数が２０ビット以下である場合、バンドリング
は採用されない。
【００４６】
　[0064]ＵＥが、チャネル選択をもつＰＵＣＣＨフォーマット１ｂのために構成された場
合、以下が適用され得る。
【００４７】
　・１次セル（ＰＣｅｌｌ）上でのＰＤＳＣＨ送信は、（対応するＰＤＣＣＨの開始制御
チャネル要素（ＣＣＥ：control channel element）インデックスに基づく）動的スケジ
ューリングのための暗黙的Ａ／Ｎリソース割振りを含み得る。
【００４８】
　・２次セル（ＳＣｅｌｌ）上でのＰＤＳＣＨ送信は、同キャリアスケジューリングの場
合またはＳＣｅｌｌからのクロスキャリアスケジューリングの場合、ＲＲＣによって構成
された明示的な４つのＡ／Ｎリソースと、４つのリソースの中からどの１つのリソースが
使用され得るかを示すためのＡ／Ｎリソースインジケータとして解釈し直される２ビット
送信電力制御（ＴＰＣ：transmit power control）コマンドとを含み得る。ＳＣｅｌｌ上
でのＰＤＳＣＨ送信は、ＰＣｅｌｌからのクロスキャリアスケジューリングの場合、対応
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するＰＤＣＣＨの開始ＣＣＥインデックスに基づく暗黙的Ａ／Ｎリソース割振りを含み得
る。
【００４９】
　[0065]ＵＥがＰＵＣＣＨフォーマット３のために構成された場合、明示的Ａ／Ｎリソー
ス割振りは無線リソース制御（ＲＲＣ）によって構成され得る。同様に、ＳＣｅｌｌ上の
ＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨは、リソース「Ａ／Ｎリソースインジケータ」（ＡＲＩ
）が、（１つまたは複数の）ＲＲＣ構成されたリソースから導出されたことを示し得る。
【００５０】
　[0066]Ｈ－ＡＲＱタイミングおよびペイロードサイズは、以下の通りであり得る。
【００５１】
　・ＦＤＤの場合、ＤＬスケジューリングタイミング（同フレーム）：ＰＤＣＣＨおよび
対応してスケジュールされたＰＤＳＣＨは同じサブフレーム中にあり得る。ＤＬ　Ｈ－Ａ
ＲＱタイミング（４ｍｓ）：（サブフレームｎ中の）ＰＤＳＣＨおよび（サブフレームｎ
＋４中の）対応するＡ／Ｎは４ｍｓ離れて固定される。
【００５２】
　・ＴＤＤの場合、ＤＬスケジューリングタイミング（同フレーム）：ＰＤＣＣＨおよび
対応してスケジュールされたＰＤＳＣＨは同じサブフレーム中にあり得る。ＤＬ　Ｈ－Ａ
ＲＱタイミング（ｋ≧４ｍｓ）：（サブフレームｎ中の）ＰＤＳＣＨおよび（サブフレー
ムｎ＋ｋ中の）対応するＡＣＫ／ＮＡＫは、ＤＬ／ＵＬサブフレーム構成、ＰＤＳＣＨサ
ブフレームに依存する。
【００５３】
　[0067]ＵＥがＰＵＣＣＨフォーマット３のために構成された場合、以下が適用される。
明示的Ａ／Ｎリソース割振りがＲＲＣによって構成され得る。ＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨ
に対応するＰＤＣＣＨは、リソース「Ａ／Ｎリソースインジケータ」（ＡＲＩ）が、（１
つまたは複数の）ＲＲＣ構成されたリソースから導出されたことを示し得る。ＰＣｅｌｌ
上のＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨ中のＴＰＣフィールドがＴＰＣコマンドとして使用
され得、ＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨ中のＴＰＣフィールド（２ビッ
ト）がＡＲＩとして使用され得る。ＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨに対応するＰＤＣＣＨが受
信されず、ＰＤＳＣＨがＰＣｅｌｌ上で受信された場合、Ｒｅｌ－８リソースＰＵＣＣＨ
１ａ／１ｂが使用され得る。ＵＥは、ＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨに対応するすべてのＰＤ
ＣＣＨについて同じＡＲＩを仮定する。ＡＲＩはダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォー
マットサイズを増加させない。
【００５４】
　[0068]空間直交リソース送信ダイバーシティ（ＳＯＲＴＤ：Spatial Orthogonal-Resou
rce Transmit Diversity）モードでのフォーマット１／１ａ／１ｂのためのリソース割振
りの場合：少なくとも非チャネル選択の場合について、エンティティによって（すなわち
、ＲＲＣによって）構成され、第２のリソースがｎcce＋１から判断された場合、ＳＯＲ
ＴＤはオンである。別の手法では、送信ダイバーシティ（ＴｘＤ）モードがチャネル選択
とともに実装され得る。
【００５５】
異なる構成のＴＤＤ　ＣＡ
　[0069]ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１キャリアアグリゲーションでは、ＵＥは（各セルがダウン
リンクコンポーネントキャリアとアップリンクコンポーネントキャリアとを有する）２つ
以上のセルで構成され得、ＵＥのためのキャリアアグリゲーションにおいて２つ以上のセ
ルのうちの少なくとも２つは異なるＵＬ－ＤＬ構成を有する。一例として、ＵＥは３つの
セルで構成され得、そのうちの２つはＵＬ－ＤＬ構成＃１を有し、第３のセルはＵＬ－Ｄ
Ｌ構成＃２を有する。
【００５６】
ダウンリンクＨ－ＡＲＱタイミング
　[0070]ＰＵＣＣＨ送信の場合、ＰＵＣＣＨはＰＣｅｌｌのみであり得る。新しいＨ－Ａ
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ＲＱ－ＡＣＫタイミングはないことがあり、これは、Ｒｅｌ－８／９／１０においてすで
に定義されているもの以外の新しいＨ－ＡＲＱ－ＡＣＫタイミングテーブルが必要とされ
ないことを意味する。アグリゲートされたＴＤＤセル間の異なるＵＬ－ＤＬ構成をもつＵ
Ｅのためにクロスキャリアスケジューリングのためのサポートが与えられ得る。ＰＣｅｌ
ｌ　ＰＤＳＣＨのＨ－ＡＲＱ－ＡＣＫタイミング、ＰＣｅｌｌ　ＰＵＳＣＨのスケジュー
リングタイミング、およびＰＣｅｌｌ　ＰＵＳＣＨのＨ－ＡＲＱタイミングは、ＰＣｅｌ
ｌタイミングに従い得る。ＰＣｅｌｌタイミングはＲｅｌ－８／９／１０と同じであり得
る。
【００５７】
　[0071]図７Ａ～図７Ｃに、ＳＣｅｌｌおよびＰＣｅｌｌサブフレーム構成の３つの異な
る事例（事例Ａ～事例Ｃ）を示す。構成（またはサブフレーム構成）はダウンリンクおよ
びアップリンクサブフレーム構成であり得る。ＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタ
イミング問題は３つのカテゴリにグループ化され得る。ＰＣｅｌｌと（１つまたは複数の
）ＳＣｅｌｌとからの異なる構成によって、３つの異なる事例は以下のように識別され得
る。図７Ａは、ＳＣｅｌｌがＰＣｅｌｌサブフレームのサブセットとしてのダウンリンク
サブフレームを含む、第１の事例（事例Ａ）を示している。図７Ｂは、ＳＣｅｌｌがＰＣ
ｅｌｌサブフレームのスーパーセットとしてのダウンリンクサブフレームを含む、第２の
事例（事例Ｂ）を示している。図７Ｃは、ＳＣｅｌｌが、ＰＣｅｌｌセルサブフレームの
スーパーセットでもサブセットでもないダウンリンクサブフレームを含む、第３の事例（
事例Ｃ）を示している。
【００５８】
　[0072]図７Ｄに、ＳＣｅｌｌ上の例示的な基準ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングを示
す。事例Ａでは、ＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングはＰＣｅｌｌシステ
ム情報ブロック（ＳＩＢ１）構成に従い得る。
【００５９】
　[0073]事例Ｂでは、（同キャリアスケジューリングとしても知られる）自己スケジュー
リングの場合、全二重（full-duplex）ＵＥについて、ＳＣｅｌｌ　ＰＤＳＣＨ　Ｈ－Ａ
ＲＱタイミングはＳＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱタイミングに従い得る。半二重ＵＥについても
、同じ設計が適用され得る。
【００６０】
　[0074]事例Ｂでは、クロスキャリアスケジューリングの場合、２つの潜在的手法は、Ｐ
Ｃｅｌｌタイミングに従う第１の手法と、ＳＣｅｌｌタイミングに従う第２の手法とを含
む。
【００６１】
　[0075]図７Ｅに、ＳＣｅｌｌ上の別の例示的な基準ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミング
を示す。事例Ｃでは、同キャリアスケジューリングの場合、全二重ＵＥについて、タイミ
ングは、ＳＣｅｌｌ　ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングについて図７Ｅに示すタイミン
グに従い得る。半二重ＵＥについては、図７Ｅに示すタイミングが利用され得る。
【００６２】
ダウンリンクＨ－ＡＲＱタイミング問題
　[0076]事例Ｂにおけるクロスキャリアスケジューリングについて、ＳＣｅｌｌ　ＰＤＳ
ＣＨ　Ｈ－ＡＲＱは２つの設計手法を有し得る。第１の手法は、ＰＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱ
タイミングを使用することを含み得る。第１の手法の利益は、Ａ／Ｎ送信のためのＲｅｌ
－１０設計を再利用することを含み得、追加の仕様作業（specification effort）は必要
とされないことがある。第１の手法の欠点は、ＳＣｅｌｌ上のすべてのＤＬ送信がスケジ
ュールされるとは限らないことを含み得る。
【００６３】
　[0077]第２の手法は、ＳＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱタイミングを使用することを含み得る。
第２の手法の利益は、ＳＣｅｌｌ上のすべてのＤＬサブフレームがスケジュールされるこ
とを含み得る。欠点に関して、チャネル選択をもつＰＵＣＣＨフォーマット１ｂの場合、
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ＳＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱタイミングはＰＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱタイミングとは異なり得る
。したがって、ＰＤＣＣＨがＰＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨをスケジュールするサブフレーム
は、ＰＤＣＣＨがＳＣｅｌｌ上のＰＤＳＣＨをスケジュールするサブフレームとは異なり
得る。そうである場合、異なるサブフレームのＰＤＣＣＨの開始ＣＣＥは同じであり得る
ので、ＰＤＣＣＨの開始ＣＣＥに基づく暗黙的Ａ／Ｎリソース割振りは衝突またはスケジ
ューリング制限を受けることがある。ＰＵＣＣＨフォーマット３では、顕著な問題はない
ことがある。同様の問題および／またはトレードオフが、クロスキャリアスケジューリン
グに関して事例Ｃについても起こり得る。
【００６４】
アップリンクＨ－ＡＲＱタイミング
　[0078]同様に、スケジューリングセルと被スケジュールセル（scheduled cell）とから
の異なる構成によって、ＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ／スケジューリングタイミングについての
４つの異なる事例が識別され得る。事例Ａは、スケジューリングセルがＰＣｅｌｌであり
、被スケジュールセルがＳＣｅｌｌである図８Ａに示すように、被スケジュールセルＳＩ
Ｂ１構成によって示されるＵＬサブフレームが、スケジューリングセルＳＩＢ１構成によ
って示されるＵＬサブフレームのサブセットであり、スケジューリングセルＳＩＢ１構成
のＰＵＳＣＨ　ＲＴＴが１０ｍｓである事例に対応する。事例Ｂは、スケジューリングセ
ルがＰＣｅｌｌであり、被スケジュールセルがＳＣｅｌｌである図８Ｂに示すように、被
スケジュールセルＳＩＢ１構成によって示されるＵＬサブフレームが、スケジューリング
セルＳＩＢ１構成によって示されるＵＬサブフレームのスーパーセットであり、スケジュ
ーリングセルＳＩＢ１構成のＰＵＳＣＨ　ＲＴＴが１０ｍｓである事例に対応する。事例
Ｃは、スケジューリングセルがＰＣｅｌｌであり、被スケジュールセルがＳＣｅｌｌであ
る図８Ｃに示すように、被スケジュールセルＳＩＢ１構成によって示されるＵＬサブフレ
ームが、スケジューリングセルＳＩＢ１構成によって示されるＵＬサブフレームのスーパ
ーセットでもサブセットでもなく、スケジューリングセルＳＩＢ１構成のＰＵＳＣＨ　Ｒ
ＴＴが１０ｍｓである事例に対応する。事例Ｄは、スケジューリングセルがＰＣｅｌｌで
あり、被スケジュールセルがＳＣｅｌｌである図８Ｄに示すように、スケジューリングセ
ルＳＩＢ１構成のＰＵＳＣＨ　ＲＴＴが１０ｍｓでない事例に対応する。
【００６５】
　[0079]事例Ａでは、被スケジュールＳＣｅｌｌ上のＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ／スケジュー
リングタイミングはスケジューリングセルＳＩＢ１構成のそれに従い得る。
【００６６】
　[0080]事例Ｂおよび事例Ｃでは、（同キャリアスケジューリングとしても知られる）自
己スケジューリングの場合、全二重ＵＥについて、被スケジュールＳＣｅｌｌ上のＰＵＳ
ＣＨ　ＨＡＲＱ／スケジューリングタイミングは被スケジュールセルＨ－ＡＲＱタイミン
グに従い得る。半二重ＵＥについても、同じ設計が適用され得る。
【００６７】
　[0081]事例Ｂおよび事例Ｃでは、クロスキャリアスケジューリングの場合、２つの潜在
的手法は、スケジューリングセルタイミングに従う第１の手法と、被スケジュールセルタ
イミングに従う第２の手法とを含む。
【００６８】
アップリンクＨ－ＡＲＱタイミング問題
　[0082]事例Ｂおよび事例Ｃにおけるクロスキャリアスケジューリングについて、被スケ
ジュールＳＣｅｌｌ上のＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ／スケジューリングタイミングは２つの設
計手法を有し得る。第１の手法は、スケジューリングセル（たとえば、ＰＣｅｌｌ）Ｈ－
ＡＲＱタイミングを使用することを含み得る。第１の手法の利益は、Ａ／Ｎ送信のための
Ｒｅｌ－１０設計を再利用することを含み得、追加の仕様作業は必要とされないことがあ
る。第１の手法の欠点は、被スケジュールセル上のすべてのＵＬ送信がスケジュールされ
るとは限らないことを含み得る。
【００６９】
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　[0083]第２の手法は、被スケジュールセルのＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ／スケジューリング
タイミングを使用することを含み得る。第２の手法の利益は、被スケジュールセル上のす
べてのＵＬサブフレームがスケジュールされることを含み得る。欠点に関して、非適応Ｐ
ＵＳＣＨ再送信のためのＰＨＩＣＨが、いくつかのサブフレームのために利用可能でない
ことがある。
【００７０】
Ｈ－ＡＲＱタイミング問題のソリューション
　[0084]一実施形態では、事例Ｂにおけるクロスキャリアスケジューリングについて、Ｓ
Ｃｅｌｌ　ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングはＰＵＣＣＨフォーマット依存であり得る
。特に、ＳＣｅｌｌ　ＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱタイミングは、以下のように判断され得る
。
【００７１】
　・チャネル選択をもつＰＵＣＣＨフォーマット１ｂがＵＥのために構成された場合、Ｐ
Ｃｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱタイミングを使用する。この場合、Ａ／Ｎ送信のためのＲ１０設計
が再利用され得、追加の仕様作業は必要とされないことがある。ＳＣｅｌｌ上のすべての
ＤＬ送信がスケジュールされることもスケジュールされるとは限らないこともあるが、こ
の場合、ＤＬピークスループットは重要な問題ではないことがある。
【００７２】
　・ＰＵＣＣＨフォーマット３がＵＥのために構成された場合、ＳＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱ
タイミングを使用する。ＳＣｅｌｌ上のすべてのＤＬサブフレームがスケジュールされ得
る。ＤＬピークスループットが実現され得る。
【００７３】
　[0085]上記の設計を用いて、最小仕様影響が達成され得るとともに、依然として、最大
ＤＬスループットを実現することが可能である。さらに、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、
ダウンリンクスループットを最大にするように設計され得るが、チャネル選択をもつＰＵ
ＣＣＨフォーマット１ｂは、ダウンリンクスループットにおける若干の妥協が予想される
（some comprise in downlink throughput is expected）、より効率的なアップリンクオ
ーバーヘッド送信のために設計され得る。同様の設計が、クロスキャリアスケジューリン
グに関して事例Ｃのために行われ得る。たとえば、ＳＣｅｌｌ　Ｈ－ＡＲＱタイミングは
構成されたＰＵＣＣＨフォーマットに依存し得る。
【００７４】
　[0086]一実施形態では、事例Ｂにおけるクロスキャリアスケジューリングについて、ダ
ウンリンクタイミングとアップリンクタイミングとでは異なる処理が行われ得る。特に、
被スケジュールセルのＰＤＳＣＨの場合、被スケジュールセルのＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱ
タイミングはスケジューリングセルのために指定されたものに従い得、被スケジュールセ
ルのＰＵＳＣＨの場合、被スケジュールセルのＰＵＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱ／スケジューリン
グタイミングは被スケジュールセルのために指定されたものに従い得る。言い換えれば、
スケジューリング／Ｈ－ＡＲＱタイミングはサブフレームタイプに依存し得、サブフレー
ムタイプは、（ダウンリンク送信が行われ得る特別なサブフレームを含む）ダウンリンク
サブフレーム、またはアップリンクサブフレームであり得る。事例Ｂでは、スケジューリ
ングセル中のサブフレームタイプ（ダウンリンクまたはアップリンク）のサブフレームの
セットは、第２のコンポーネント中の同じサブフレームタイプのサブフレームのセットの
サブセットである。クロスキャリアスケジューリングの下で、被スケジュールセルのため
のスケジューリング／Ｈ－ＡＲＱタイミングはサブフレームタイプに依存し得る。サブフ
レームタイプがダウンリンクである場合、被スケジュールセルのＰＤＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱ
タイミングは第１のＵＬ－ＤＬサブフレーム構成（たとえば、スケジューリングセル）の
ためのそれに従い得る。サブフレームタイプがアップリンクである場合、被スケジュール
セルのＰＵＳＣＨ　Ｈ－ＡＲＱ／スケジューリングタイミングは第２のＵＬ－ＤＬサブフ
レーム構成（たとえば、被スケジュールセル）のためのそれに従い得る。
【００７５】



(18) JP 6193348 B2 2017.9.6

10

20

30

40

50

　[0087]上記の設計を用いて、最小仕様影響が達成され得るとともに、依然として、最大
アップリンクスループットを実現することが可能である。ＰＨＩＣＨが被スケジュールセ
ルのために利用不可能であることの問題は、対応するアップリンク再送信が中断され得る
、バックホールを中継する場合と同様に容易に処理され得る。同様の設計が、クロスキャ
リアスケジューリングに関して事例Ｃのために行われ得る。たとえば、ＳＣｅｌｌ　Ｈ－
ＡＲＱタイミングはサブフレームタイプに依存し得る。
【００７６】
例示的な方法および装置
　[0088]本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図９Ａを参照す
ると、たとえば、ユーザ機器、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス端末、モバイルデバイス
などのワイヤレスエンティティによって動作可能な方法９００が示されている。詳細には
、方法９００は、ＬＴＥなどにおけるＨ－ＡＲＱタイミングについて説明している。方法
９００は、９１０において、第１のコンポーネントキャリアの構成を判断すること、その
構成がダウンリンクサブフレームの第１のセットを備える、を伴い得る。方法９００は、
９２０において、第２のコンポーネントキャリアの別の構成を判断すること、別の構成が
、ｉ）第１のセットのスーパーセット、またはｉｉ）第１のセット中に含まれない少なく
とも１つのダウンリンクサブフレームのうちの１つを備え、第１のセットが、別の構成中
に含まれない少なくとも１つのダウンリンクサブフレームを含む、を伴い得る。さらに、
本方法は、９３０において、別の構成の判断時のワイヤレスデバイスの制御チャネル構成
に基づいて、第１のコンポーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアのうち
の１つに関連するタイミングを選択することを伴い得る。たとえば、第１のコンポーネン
トキャリアは１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）であり得、第２のコンポーネントキ
ャリアは２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）であり得る。任意の数のアグリゲートさ
れたＣＣについて、たとえば、ＰＤＳＣＨ中のダウンリンクサブフレームのためのＰＣＣ
（またはＰＣｅｌｌ）タイミングが選択され得、たとえば、ＰＵＳＣＨ中のアップリンク
サブフレームのための被スケジュールセル（たとえば、ＳＣＣ）タイミングが選択され得
る。別の例では、たとえば、ＰＤＳＣＨ中のダウンリンクサブフレームのための被スケジ
ュールセルタイミングが選択され得、たとえば、ＰＵＳＣＨ中のアップリンクサブフレー
ムのための被スケジュールセルタイミングが選択され得る。
【００７７】
　[0089]Ｈ－ＡＲＱタイミングのための追加の動作を図９Ｂに示す。図９Ｂ中の動作のう
ちの１つまたは複数は、方法９００の一部として随意に実行され得る。図９Ｂ中の要素は
、任意の動作順序で実行され得、または実行の特定の発生順（chronological order）を
必要とすることなしに開発アルゴリズムによって包含され得る。動作は独立して実行され
、相互排他的ではない。したがって、別のダウンストリームまたはアップストリーム動作
が実行されるかどうかにかかわらず、そのような動作のうちのいずれか１つが実行され得
る。たとえば、方法９００が図９Ｂの動作のうちの少なくとも１つを含む場合、方法９０
０は、必ずしも、図示され得るいかなる（１つまたは複数の）後続のダウンストリーム動
作をも含む必要なしに、少なくとも１つの動作の後に終了し得る。
【００７８】
　[0090]図９Ｂを参照すると、追加の動作は、９４０において、ダウンリンクサブフレー
ムの第１のセットのためのＰＣＣのタイミングを選択することと、アップリンクサブフレ
ームのためのＳＣＣのタイミングを選択することとを含み得る。追加の動作は、９５０に
おいて、ダウンリンクサブフレームの第１のセットのためのスケジューリングコンポーネ
ントキャリアのタイミングを選択することと、アップリンクサブフレームのためのスケジ
ューリングコンポーネントキャリアのタイミングを選択することとを含み得る。追加の動
作は、９６０において、制御チャネル構成が第１のフォーマットであるとき、第１のコン
ポーネントキャリアに関連する第１のＨ－ＡＲＱタイミングを選択すること、または制御
チャネル構成が第２のフォーマットであるとき、第２のコンポーネントキャリアに関連す
る第２のＨ－ＡＲＱタイミングを選択することを含み得る。追加の動作は、９７０におい
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て、第２のコンポーネントキャリアのためのタイミングを選択すること、ここにおいて第
２のコンポーネントキャリアがＳＣＣである、を含み得る。
【００７９】
　[0091]図１０Ａ～図１０Ｂに、図９Ａ～図９Ｂの方法による、Ｈ－ＡＲＱタイミングの
ための装置の実施形態を示す。図１０Ａを参照すると、ワイヤレスネットワーク中のワイ
ヤレスエンティティ（たとえば、ユーザ機器、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス端末、モ
バイルデバイスなど）として、あるいはワイヤレスエンティティ内で使用するためのプロ
セッサまたは同様のデバイス／構成要素として構成され得る例示的な装置１０００が与え
られている。装置１０００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの組合せ（たと
えば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックを含み得る。たとえ
ば、装置１０００は、第１のコンポーネントキャリアの構成を判断することであって、そ
の構成がダウンリンクサブフレームの第１のセットを備える、判断することのための電気
的構成要素またはモジュール１０１２を含み得る。装置１０００はまた、第２のコンポー
ネントキャリアの別の構成を判断することであって、別の構成が、ｉ）第１のセットのス
ーパーセット、またはｉｉ）第１のセット中に含まれない少なくとも１つのダウンリンク
サブフレームのうちの１つを備え、第１のセットが、別の構成中に含まれない少なくとも
１つのダウンリンクサブフレームを含む、判断することのための構成要素１０１４を含み
得る。装置１０００はまた、別の構成の判断時のワイヤレスデバイスの制御チャネル構成
に基づいて、第１のコンポーネントキャリアまたは第２のコンポーネントキャリアのうち
の１つに関連するタイミングを選択するための構成要素１０１６を含み得る。たとえば、
第１のコンポーネントキャリアは１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）であり得、第２
のコンポーネントキャリアは２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）であり得る。任意の
数のアグリゲートされたＣＣについて、たとえば、ＰＤＳＣＨ中のダウンリンクサブフレ
ームのためのＰＣＣ（またはＰＣｅｌｌ）タイミングが選択され得、たとえば、ＰＵＳＣ
Ｈ中のアップリンクサブフレームのための被スケジュールセル（たとえば、ＳＣＣ）タイ
ミングが選択され得る。別の例では、たとえば、ＰＤＳＣＨ中のダウンリンクサブフレー
ムのための被スケジュールセルタイミングが選択され得、たとえば、ＰＵＳＣＨ中のアッ
プリンクサブフレームのための被スケジュールセルタイミングが選択され得る。
【００８０】
　[0092]関係する態様では、プロセッサとしてではなく、ワイヤレスエンティティ（たと
えば、ユーザ機器、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス端末、モバイルデバイスなど）とし
て構成された装置１０００の場合、装置１０００は、少なくとも１つのプロセッサを有す
るプロセッサ構成要素１０５０を随意に含み得る。そのような場合、プロセッサ１０５０
は、バス１０５２または同様の通信結合を介して構成要素１０１２～１０１６と動作可能
に通信していることがある。プロセッサ１０５０は、電気的構成要素１０１２～１０１６
によって実行される処理または機能の起動（initiation）とスケジューリングとを実施し
得る。
【００８１】
　[0093]さらなる関係する態様では、装置１０００は、無線トランシーバ構成要素１０５
４を含み得る。トランシーバ１０５４の代わりにまたはトランシーバ１０５４とともに、
スタンドアロン受信機および／またはスタンドアロン送信機が使用され得る。装置１００
０がワイヤレスエンティティであるとき、装置１０００は、１つまたは複数のコアネット
ワークエンティティに接続するためのネットワークインターフェース（図示せず）をも含
み得る。装置１０００は、たとえば、メモリデバイス／構成要素１０５６など、情報を記
憶するための構成要素を随意に含み得る。コンピュータ可読媒体またはメモリ構成要素１
０５６は、バス１０５２などを介して装置１０００の他の構成要素に動作可能に結合され
得る。メモリ構成要素１０５６は、構成要素１０１２～１０１６、およびそれらの副構成
要素（subcomponents）、またはプロセッサ１０５０、または本明細書で開示する方法の
処理と挙動とを達成する（effecting）ための、コンピュータ可読命令とデータとを記憶
するように適合され得る。メモリ構成要素１０５６は、構成要素１０１２～１０１６に関
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連する機能を実行するための命令を保持し得る。メモリ１０５６の外部にあるものとして
示されているが、構成要素１０１２～１０１６はメモリ１０５６の内部に存在することが
できることを理解されたい。図１０Ａ中の構成要素は、プロセッサ、電子デバイス、ハー
ドウェアデバイス、電子的副構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、ファー
ムウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得ることにさらに留意されたい
。
【００８２】
　[0094]図１０Ｂを参照すると、装置１０００のさらなる随意の構成要素またはモジュー
ルが示されている。たとえば、装置１０００は、ダウンリンクサブフレームの第１のセッ
トのためのＰＣＣのタイミングを選択することと、アップリンクサブフレームのためのＳ
ＣＣのタイミングを選択することとのための電気的構成要素またはモジュール１０１８を
さらに含み得る。たとえば、装置１０００は、ダウンリンクサブフレームの第１のセット
のためのスケジューリングコンポーネントキャリアのタイミングを選択することと、アッ
プリンクサブフレームのためのスケジューリングコンポーネントキャリアのタイミングを
選択することとのための電気的構成要素またはモジュール１０２０をさらに含み得る。た
とえば、装置１０００は、制御チャネル構成が第１のフォーマットであるとき、第１のコ
ンポーネントキャリアに関連する第１のＨ－ＡＲＱタイミングを選択すること、または制
御チャネル構成が第２のフォーマットであるとき、第２のコンポーネントキャリアに関連
する第２のＨ－ＡＲＱタイミングを選択することのための電気的構成要素またはモジュー
ル１０２２をさらに含み得る。たとえば、装置１０００は、第２のコンポーネントキャリ
アのためのタイミングを選択することであって、第２のコンポーネントキャリアがＳＣＣ
である、選択することのための電気的構成要素またはモジュール１０２４をさらに含み得
る。
【００８３】
　[0095]本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図１１Ａを参照
すると、モバイルデバイスなどによって動作可能な方法１１００が示されている。詳細に
は、方法１１００は、Ｈ－ＡＲＱタイミングに関し、１１１０において、アグリゲートさ
れるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアと第２の
コンポーネントキャリアとを識別すること、ここにおいて第１のコンポーネントキャリア
中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が第２のコンポーネントキャリア中の
同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少ない、を伴い得る。方法１１
００は、１１２０において、第１のコンポーネントキャリア上で第２のコンポーネントキ
ャリアのための制御チャネルを監視するための構成を受信することを伴い得る。方法１１
００は、１１３０において、サブフレームタイプと制御チャネルのための受信した構成と
に少なくとも部分的に基づいて、第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリン
クダウンリンクサブフレーム構成を判断することを伴い得る。
【００８４】
　[0096]Ｈ－ＡＲＱタイミングのための追加の動作を図１１Ｂ～図１１Ｃに示す。図１１
Ｂ～図１１Ｃ中の動作／機能のうちの１つまたは複数は、方法１１００の一部として随意
に実行されるかまたは含まれ得る。たとえば、制御チャネルは、図１１Ｂに示すように、
ＰＤＣＣＨ、拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）などのうちの少なくとも１つであり得る（
ブロック１１４０）。制御チャネルは、キャリア指示フィールド（carrier indication f
ield）（ＣＩＦ）などであり得る（ブロック１１４２）。
【００８５】
　[0097]一例では、第１のコンポーネントキャリアは、ＰＣｅｌｌに関連する１次コンポ
ーネントキャリアであり得、第２のコンポーネントキャリアは、ＳＣｅｌｌに関連する２
次コンポーネントキャリアである（ブロック１１４４）。
【００８６】
　[0098]別の例では、第１のコンポーネントキャリアは、所与のＳＣｅｌｌに関連する所
与の２次コンポーネントキャリアであり得、第２のコンポーネントキャリアは、別のＳＣ
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ｅｌｌに関連する別の２次コンポーネントキャリアであり得る（ブロック１１４６）。
【００８７】
　[0099]第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の
セットは、第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの
第２のセットのサブセットであり得る（ブロック１１４８）。
【００８８】
　[0100]図１１Ｃを参照すると、サブフレームタイプは少なくとも２つのサブフレームタ
イプのうちの１つであり得、（ａ）第１のサブフレームタイプはダウンリンクサブフレー
ムまたは特別なサブフレームのうちの少なくとも１つを備え、または（ｂ）第２のサブフ
レームタイプはアップリンクサブフレームを備える（ブロック１１５０）。一例では、サ
ブフレームタイプは第１のサブフレームタイプであり得、基準アップリンクダウンリンク
サブフレーム構成は第１のコンポーネントキャリアに基づき得る（ブロック１１５２）。
第２のコンポーネントキャリアのためのダウンリンクデータ送信のためのＨ－ＡＲＱタイ
ミングは、基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成に基づき得る（ブロック１１
５４）。
【００８９】
　[0101]別の例では、サブフレームタイプは第２のサブフレームタイプであり得、基準ア
ップリンクダウンリンクサブフレーム構成は第２のコンポーネントキャリアに基づき得る
（ブロック１１５６）。第２のコンポーネントキャリアのためのアップリンクデータ送信
のためのＨ－ＡＲＱタイミングは、基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成に基
づいて判断され得る（ブロック１１５８）。
【００９０】
　[0102]図１２に、図１１Ａ～図１１Ｃの方法による、Ｈ－ＡＲＱタイミングのための例
示的な装置を示す。図１２を参照すると、ワイヤレスネットワーク中のモバイルデバイス
、あるいはモバイルデバイス内のプロセッサまたは同様のデバイス／構成要素であり得る
例示的な装置１２００が与えられている。装置１２００は、プロセッサ、ソフトウェア、
またはそれらの組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能
ブロックを含み得る。たとえば、装置１２００は、アグリゲートされるべき複数のコンポ
ーネントキャリアのうちの第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリ
アとを識別することであって、第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプの
サブフレームの第１の数が第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプの
サブフレームの第２の数よりも少ない、識別することのための電気的構成要素またはモジ
ュール１２１２を含み得る。たとえば、構成要素１２１２は、図３に示したＵＥ１２０の
コントローラ／プロセッサ３８０および／またはメモリ３８２を含み得る。
【００９１】
　[0103]装置１２００はまた、第１のコンポーネントキャリア上で第２のコンポーネント
キャリアのための制御チャネルを監視するための構成を受信するための構成要素１２１４
を含み得る。たとえば、構成要素１２１４は、図３に示した受信プロセッサ３２８および
／またはＭＩＭＯ検出器３５６を含み得る。装置１２００はまた、サブフレームタイプと
制御チャネルのための受信した構成とに少なくとも部分的に基づいて、第２のコンポーネ
ントキャリアのための基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成を判断するための
構成要素１２１６を含み得る。たとえば、構成要素１２１６は、図３に示したコントロー
ラ／プロセッサ３８０および／またはメモリ３８２を含み得る。簡潔のために、装置１２
００に関する残りの詳細についてさらに詳述しないが、装置１２００の残りの特徴および
態様は、図１０Ａ～図１０Ｂの装置１０００に関して上記で説明した特徴および態様と実
質的に同様であることを理解されたい。
【００９２】
　[0104]本明細書で説明する実施形態の１つまたは複数の態様によれば、図１３を参照す
ると、ｅＮＢ、コアネットワークエンティティなどのネットワークエンティティによって
動作可能な方法１３００が示されている。方法１３００は、Ｈ－ＡＲＱタイミングに関し
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、１３１０において、アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第
１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別すること、ここに
おいて第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数
が第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数
よりも少ない、を伴い得る。方法１３００は、１３２０において、第１のコンポーネント
キャリア上で第２のコンポーネントキャリアのための制御チャネルを監視するための構成
をモバイルデバイスに送ることを伴い得る。方法１３００は、１３３０において、サブフ
レームタイプと制御チャネルのための送られた構成とに少なくとも部分的に基づいて、第
２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成を
判断することを伴い得る。
【００９３】
　[0105]図１４に、図１３の方法による、Ｈ－ＡＲＱタイミングのための例示的な装置を
示す。図１４を参照すると、ワイヤレスネットワーク中のネットワークエンティティ（た
とえば、ｅＮＢ、基地局、コアネットワークエンティティなど）、あるいはネットワーク
エンティティ内のプロセッサまたは同様のデバイス／構成要素であり得る例示的な装置１
４００が与えられている。装置１４００は、プロセッサ、ソフトウェア、またはそれらの
組合せ（たとえば、ファームウェア）によって実装される機能を表す機能ブロックを含み
得る。たとえば、装置１４００は、アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリ
アのうちの第１のコンポーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別する
ことであって、第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの
第１の数が第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの
第２の数よりも少ない、識別することのための電気的構成要素またはモジュール１４１２
を含み得る。たとえば、構成要素１４１２は、図３に示したｅＮＢ１１０のコントローラ
／プロセッサ３４０、スケジューラ３４４、および／またはメモリ３２２を含み得る。
【００９４】
　[0106]装置１４００は、第１のコンポーネントキャリア上で第２のコンポーネントキャ
リアのための制御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送るための電気的
構成要素１４１４を含み得る。たとえば、構成要素１４１４は、送信プロセッサ３２０、
ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ３３０、データソース３１２、および／またはスケジューラ３
４４を含み得る。装置１４００は、サブフレームタイプと制御チャネルのための送られた
構成とに少なくとも部分的に基づいて、第２のコンポーネントキャリアのための基準アッ
プリンクダウンリンクサブフレーム構成を判断するための電気的構成要素１４１６を含み
得る。たとえば、構成要素１４１６は、コントローラ／プロセッサ３４０、スケジューラ
３４４、および／またはメモリ３２２を含み得る。簡潔のために、装置１４００に関する
残りの詳細についてさらに詳述しないが、装置１４００の残りの特徴および態様は、図１
０Ａ～図１０Ｂの装置１０００に関して上記で説明した特徴および態様と実質的に同様で
あることを理解されたい。
【００９５】
　[0107]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００９６】
　[0108]さらに、本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュ
ール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウ
ェア、またはその両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実
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装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。当業
者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の
決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。
【００９７】
　[0109]本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、お
よび回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素
、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代
替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロー
ラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合
せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成として実装され得る。
【００９８】
　[0110]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで実
施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商
標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または
当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に常駐し得る。例示的な記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ように、プロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る
。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に常駐
し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中に個別構成要素として
常駐し得る。
【００９９】
　[0111]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ
可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、汎用または
専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定では
なく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ス
トレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段
を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用も
しくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商
標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロ
ッピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc
）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、
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データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に
含まれるべきである。
【０１００】
　［0112]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することが
できるようにするために提供したものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に
明らかとなり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱するこ
となく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例およ
び設計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する
最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］ワイヤレス通信ネットワークにおいてモバイルデバイスによって動作可能なキャ
リアアグリゲーションのための方法であって、前記方法は、
　アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別することと、ここにおいて前記第１の
コンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前記第２の
コンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少
ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成を受信することと、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記受信した構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断することと
を備える。
［Ｃ２］前記制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張Ｐ
ＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］前記制御チャネルがキャリア指示フィールド（ＣＩＦ）を備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ４］前記第１のコンポーネントキャリアが、１次セル（ＰＣｅｌｌ）に関連する１次
コンポーネントキャリアであり、
　前記第２のコンポーネントキャリアが、２次セル（ＳＣｅｌｌ）に関連する２次コンポ
ーネントキャリアである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］前記第１のコンポーネントキャリアが、所与の２次セル（ＳＣｅｌｌ）に関連す
る所与の２次コンポーネントキャリアであり、
　前記第２のコンポーネントキャリアが、別のＳＣｅｌｌに関連する別の２次コンポーネ
ントキャリアである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］前記第１のコンポーネントキャリア中の前記サブフレームタイプのサブフレーム
の第１のセットが、前記第２のコンポーネントキャリア中の前記同じサブフレームタイプ
のサブフレームの第２のセットのサブセットである、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］前記サブフレームタイプが少なくとも２つのサブフレームタイプのうちの１つで
あり、
　第１のサブフレームタイプがダウンリンクサブフレームまたは特別なサブフレームのう
ちの少なくとも１つを備えるか、または
　第２のサブフレームタイプがアップリンクサブフレームを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］前記サブフレームタイプが前記第１のサブフレームタイプであり、前記基準アッ
プリンクダウンリンクサブフレーム構成が前記第１のコンポーネントキャリアに基づく、
Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］前記第２のコンポーネントキャリアのためのダウンリンクデータ送信のためのハ
イブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）タイミングが前記基準アップリンクダウンリンク
サブフレーム構成に基づく、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］前記サブフレームタイプが第２のサブフレームタイプであり、前記基準アップ
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リンクダウンリンクサブフレーム構成が前記第２のコンポーネントキャリアに基づく、Ｃ
７に記載の方法。
［Ｃ１１］前記第２のコンポーネントキャリアのためのアップリンクデータ送信のための
Ｈ－ＡＲＱタイミングが前記基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成に基づいて
判断される、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポ
ーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別するための手段、ここにおい
て前記第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数
が前記第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２
の数よりも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成を受信するための手段と、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記受信した構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ１３］前記制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張
ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つである、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］前記第１のコンポーネントキャリア中の前記サブフレームタイプのサブフレー
ムの第１のセットが、前記第２のコンポーネントキャリア中の前記同じサブフレームタイ
プのサブフレームの第２のセットのサブセットである、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１５］前記サブフレームタイプが少なくとも２つのサブフレームタイプのうちの１つ
であり得、
　第１のサブフレームタイプがダウンリンクサブフレームまたは特別なサブフレームのう
ちの少なくとも１つを備え、および
　第２のサブフレームタイプがアップリンクサブフレームを備える、Ｃ１２に記載の装置
。
［Ｃ１６］アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポ
ーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別するように構成された少なく
とも１つのプロセッサと、ここにおいて前記第１のコンポーネントキャリア中のサブフレ
ームタイプのサブフレームの第１の数が前記第２のコンポーネントキャリア中の同じサブ
フレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成を受信するように構成された無線トランシーバと
を備え、
　ここにおいて前記少なくとも１つのプロセッサが、前記サブフレームタイプと前記制御
チャネルのための前記受信した構成とに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のコンポ
ーネントキャリアのための基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成を判断するよ
うに構成された、装置。
［Ｃ１７］アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポ
ーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別することと、ここにおいて前
記第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前
記第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数
よりも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成を受信することと、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記受信した構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断することと
をコンピュータに行わせるためのコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体
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を備える、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ１８］ワイヤレス通信ネットワークにおいてネットワークエンティティによって動作
可能なキャリアアグリゲーションのための方法であって、前記方法は、
　アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポーネント
キャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別することと、ここにおいて前記第１の
コンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前記第２の
コンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少
ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送ることと、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記送られた構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断することと
を備える。
［Ｃ１９］前記制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張
ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つである、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］前記制御チャネルがキャリア指示フィールド（ＣＩＦ）を備える、Ｃ１８に記
載の方法。
［Ｃ２１］前記第１のコンポーネントキャリアが、１次セル（ＰＣｅｌｌ）に関連する１
次コンポーネントキャリアであり、
　前記第２のコンポーネントキャリアが、２次セル（ＳＣｅｌｌ）に関連する２次コンポ
ーネントキャリアである、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２２］前記第１のコンポーネントキャリアが、所与の２次セル（ＳＣｅｌｌ）に関連
する所与の２次コンポーネントキャリアであり、
　前記第２のコンポーネントキャリアが、別のＳＣｅｌｌに関連する別の２次コンポーネ
ントキャリアである、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２３］前記第１のコンポーネントキャリア中の前記サブフレームタイプのサブフレー
ムの第１のセットが、前記第２のコンポーネントキャリア中の前記同じサブフレームタイ
プのサブフレームの第２のセットのサブセットである、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２４］前記サブフレームタイプが少なくとも２つのサブフレームタイプのうちの１つ
であり得、
　第１のサブフレームタイプがダウンリンクサブフレームまたは特別なサブフレームのう
ちの少なくとも１つを備え、および
　第２のサブフレームタイプがアップリンクサブフレームを備える、Ｃ１８に記載の方法
。
［Ｃ２５］前記サブフレームタイプが前記第１のサブフレームタイプであり、前記基準ア
ップリンクダウンリンクサブフレーム構成が前記第１のコンポーネントキャリアに基づく
、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］前記第２のコンポーネントキャリアのためのダウンリンクデータ送信のための
ハイブリッド自動再送要求（Ｈ－ＡＲＱ）タイミングが前記基準アップリンクダウンリン
クサブフレーム構成に基づく、Ｃ２５に記載の方法。
［Ｃ２７］前記サブフレームタイプが第２のサブフレームタイプであり、前記基準アップ
リンクダウンリンクサブフレーム構成が前記第２のコンポーネントキャリアに基づく、Ｃ
２４に記載の方法。
［Ｃ２８］前記第２のコンポーネントキャリアのためのアップリンクデータ送信のための
Ｈ－ＡＲＱタイミングが前記基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成に基づいて
判断される、Ｃ２７に記載の方法。
［Ｃ２９］アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポ
ーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別するための手段と、ここにお
いて前記第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の



(27) JP 6193348 B2 2017.9.6

10

20

30

40

数が前記第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第
２の数よりも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送るための手段と、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記送られた構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断するための手段と
を備える、装置。
［Ｃ３０］前記制御チャネルが物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または拡張
ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）のうちの少なくとも１つである、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］前記第１のコンポーネントキャリア中の前記サブフレームタイプのサブフレー
ムの第１のセットが、前記第２のコンポーネントキャリア中の前記同じサブフレームタイ
プのサブフレームの第２のセットのサブセットである、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３２］前記サブフレームタイプが少なくとも２つのサブフレームタイプのうちの１つ
であり得、
　第１のサブフレームタイプがダウンリンクサブフレームまたは特別なサブフレームのう
ちの少なくとも１つを備え、および
　第２のサブフレームタイプがアップリンクサブフレームを備える、Ｃ２９に記載の装置
。
［Ｃ３３］アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポ
ーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別するように構成された少なく
とも１つのプロセッサと、ここにおいて前記第１のコンポーネントキャリア中のサブフレ
ームタイプのサブフレームの第１の数が前記第２のコンポーネントキャリア中の同じサブ
フレームタイプのサブフレームの第２の数よりも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送るように構成された無線トラン
シーバと
を備え、
　ここにおいて前記少なくとも１つのプロセッサが、前記サブフレームタイプと前記制御
チャネルのための前記送られた構成とに少なくとも部分的に基づいて、前記第２のコンポ
ーネントキャリアのための基準アップリンクダウンリンクサブフレーム構成を判断するよ
うに構成された、装置。
［Ｃ３４］アグリゲートされるべき複数のコンポーネントキャリアのうちの第１のコンポ
ーネントキャリアと第２のコンポーネントキャリアとを識別することと、ここにおいて前
記第１のコンポーネントキャリア中のサブフレームタイプのサブフレームの第１の数が前
記第２のコンポーネントキャリア中の同じサブフレームタイプのサブフレームの第２の数
よりも少ない、
　前記第１のコンポーネントキャリア上で前記第２のコンポーネントキャリアのための制
御チャネルを監視するための構成をモバイルデバイスに送ることと、
　前記サブフレームタイプと前記制御チャネルのための前記送られた構成とに少なくとも
部分的に基づいて、前記第２のコンポーネントキャリアのための基準アップリンクダウン
リンクサブフレーム構成を判断することと
をコンピュータに行わせるためのコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体
を備える、コンピュータプログラム製品。
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